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世田谷区若林 3-8-5（東急世田谷線若林駅から環七通りを南方向に徒歩１０分） 

NPO 法人コンチェルティーノ・ニュースレター 

vol.16 

          コミュニティハウス若林（新事務所） 
散歩道 
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１階 本部の部屋・シェア 
オフィスとしてのスペース・ 
キッチン・浴室・トイレが 
あります。 

環七通りと世田谷通りの交差点から北西

エリア、１つ目の路地を入って 1・２分。 

住宅地の中の一軒家です。 

1 階はシェアオフィス、2 階はシェアハウス

として活用しています。他団体の会議など

の利用も増えてきました。 

コンチェルティーノの本部 

2 階 居室 4 つにキッ
チン・トイレ・洗面所。 
屋上もあります 

毎週水曜日は「親子サロン・すこっぷ」開催。 
ワーカーズ会議もこの部屋で行います。 



 

  

事業概況 
 

お掃除ぽるか事業 

感染対策をしっかりとりながら清掃作業を進めました。環境に配慮した清掃事

業を充実させるとともに、新たな場所へも広げることができました。実習につい

てはメンバーの清掃指導員が指導を行い、実習後の進路については本人の意

思を丁寧に確認しながら就労の支援をしました。 

 

てしごとワルツ事業 

丁寧な作業を心がけて業務を進めました。 

定期的な発送作業や他団体の HP 管理作業を責任をもって行いました。 

 

おでかけマーチ事業 

チラシや通信のポスティングなど、丁寧に対応しながら確実に配布することを

心掛け、実行しました。 

2020 年度報告 

ご挨拶 
 

コンチェルティーノの2020年度前半はメンバーの出勤自粛や作業現場の休

業自粛などもあり事業運営にも影響がありましたが、後半はほぼ通常どおりの

事業展開となりました。仕事柄在宅テレワークとはいかない現場仕事が多く、感

染の不安を抱えながらの一年でしたが、おかげさまで、メンバーや関係者の中

には感染もなく、無事に新しい年度を迎えられたことは本当にありがたいことだ

と思っております。 

コロナ禍にありながらも、元気に朗らかに前を向いて頑張ってくれたコンチェ

ルティーノのメンバーに敬意を表します。そして、それを支えてくださった多くの皆

様に心より感謝いたします。                          理事長 浅川悦子 

Cafe こんちぇる 

年度初めには緊急事態宣言による休業もあり思うような事業展開はできませ

んでしたが、Cafe スタッフの努力によりランチやデザートの種類も少しずつ増

え 11 時～14 時までのランチ営業を継続することが出来ました。 

 

畑作業（新規） 

11 月から毎週日曜日に世田谷区若林の小さな空地で畑作業を始めました。 

 

相談カフェ 

毎月1回定期的に開催しました。新しい事務所での開催は一軒家ということも

あり、家庭的な雰囲気の中お茶を飲んでホッとできる場ともなりました。 

 

 

 

主 3 事業の事業高推移（2０1６－２０２０年度） 
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ソーシャルファーム条例とコンチェルティーノの活動 

 

2018 年２月にコンチェルティーノのニュースレターに書いた時、公式の社

会的企業は日本にほぼないと言ってよ  い状態でした。けれども、東京都によ

って、2019 年 12 月「都民の就労の支援に係る施策の推進とソーシャルファ

ームの創設の促進に関する条例（通称「東京都ソーシャルファーム条例」）」

が制定されました。ここでいうソーシャルファームとは、ⅰ）事業からの収入を

主たる財源としながら、ⅱ）就労困難者と認められる者を相当数雇用し、ⅲ）

様々な困難を抱える人も、そうでない人々も同じように共に働く職場を創り出

している団体で、社会的事業所に近い社会的企業のことを指しています。 

2020 年から施行され始めたこの制度では、東京都が認証した「公式」の

社会的企業に対して、予算 9 億円を用いて 5 年間に渡り育成支援をすること

になりました。社会的企業を行政が支援するという条例ができたことは、資源

不足に苦しむ団体にとってのメリットや、より多くの人々への周知が広がるとい

う点で、前向きに捉えて良い面があると思います。 

しかし、新しい法律や制度ができれば、現場の活動が全ての面において活

性化するとは限りません。新しい道に踏み入れることで、泥沼にハマるおそれ

もあります。 具体的には、私や当事者団体も参加する「東京都ソーシャルファ

ームを考える会」によって、ⅰ）就労困難と認められる者の事情を証明するた

めの厳格な証明書類の提出を要求されてしまう点や、ⅱ）就労困難者に対す

る支援の状況を克明に記した月例報告の提出など、そもそも対等でフランク

な横のつながりを大事にしてきた従来の社会的企業に対して、垂直的な関係

性の足枷をはめてしまうデメリットも指摘されつつあります。したがって、選択し

た場合のメリットとデメリットを見極める必要があります。 

特別寄稿 今年度、新たに正会員になられた 

菰田さんに寄せていただきました。 

 

「ワーカーズの心得」 
この一年の目標としてワーカーズ会議で確認しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に開催するワーカーズ会議やチーフ会議などで、メンバーの健康状況や

各現場の情報共有、シフトづくり、道具点検などを進め、運営主体としての意識が

高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人的に、その人のその時の事情によって、支援されることが必要な時もあ

れば、支えられる側が一転して支える側にまわる時期もくると考えています。コ

ンチェルティーノの良さは、「支えられる―支える」の関係性をその人のタイミ

ングごとに往来できるような雰囲気をつくってきたことではないでしょうか。こう

した普段から大事にしてきたものを失うことなく、今後の活動を発展させるた

めに必要なものは何なのか。一正会員として、普段から活動されている皆さま

と一緒に学びを重ねながら、ソーシャルファーム条例を踏まえ、どの道を進む

のか・進まないのかを一緒に考えていければと思います。 

2021 年 4 月から鳥取大学地域学部の教員として赴任することになりまし

た。コロナが収まったら、ぜひ鳥取に遊びに来てください！ 

（鳥取大学地域学部 菰田レエ也） 

 

ワーカーズ 

コンチェルティーノ・ワーカーズの心得 

１． 責任ある行動をするー自分の行動に責任を持つ 

２． 迷惑な言動はしない 

３． 親切な態度で接する 

４． 清潔な身なり・恰好を心がける 

５． 報告・連絡を忘れずに 



相談カフェ相談員のひと言 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。相談カフェの相談員の進藤義夫です。新型 

コロナウイルスの感染第 5 波もようやく落ち着いてまいりました。 

皆様お元気でお過ごしでしょうか。 

普段私は、障害者支援情報センターという NPO 法人で「生活保護を受給し

ていて長期に入院している精神障害者の退院支援」から、「就労継続支援 B

型事業所といわれる作業所の運営」、さらには「企業団体と連携して企業から

施設に作業を仲介したり就労支援を行う」という仕事をしておりますが、月 1 回

若林のコンチェルティーノ事務所で相談カフェを担当させていただいています。 

相談カフェは、毎月 1 回週末（土曜か日曜）午後に開催しております。 

当初は午後 1 時 30 分から 4 時までで、2 人か 3 人の方を相手にご相談を

受けていましたが、最近は 12 時から 5 時 30 分まで 6 名の方の相談を連続

で受けるパターンが続いております。1 時間の方が 5 名、30 分の方が 1 名で

す。コロナウイルスの影響をあまり受けず、相談希望者が多くて、コマが足りな

いくらいです。 

相談内容は、「就労したい」「施設や居場所を探したい」「よりよい通院先を

探したい」「障害年金を取得したい」「家族の現状を良い方向に変えたい」な

ど様々です。来られる方も、障害の有無もはっきりしなかったり、本人は引きこも

っていてご家族だけだったりとやはり様々です。なかでも、障害年金の取得など

では、年金申請に必要な診断書を書いてくださる病院を探して、初回通院同行

から始めて 1 年半以上通院して頂いて障害年金申請資格を得て、実際に申請

書の内容を吟味しながらともに書きあげる、というように気の長い支援になるこ

ともあります。また、必要性が感じられて時間さえ合えば、相談カフェとは別の平

日に通院同行などもさせていただくこともたまにあります。 

最近は、若林のコンチェルティーノ事務所の 2 階の部屋に、実際に退院支援

した方を入居させていただいたり、企業団体の関係団体として部屋をお借りし

て物品を置かせていただくなど、次第に若林に通うことが増えてきました（今日

もこの文章を若林で書いています）。事務所でお会いすることも多くなるかと思

いますので、その節はお気軽にお声かけ下さいませ～。     (理事 進藤義夫) 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             Mail：npo.concertino@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

コンチェルティーノは、共に働く社

会的事業所として元気に活動を進

めてまいります。これからも継続して

就労支援ができますよう、多くの皆

さまのご支援をお願いいたします。 

ゆうちょ銀行 賛助会費一口 3,000 円 
【店名】〇一八（ゼロイチハチ） 
【店番】０１８  
【預金種目】普通預金    
【口座番号】５６３５７７０    
【口座名義】コンチェルティーノ 

振り込み手数料はご負担をお願います 

賛助会員のお願い 

〒154-0023 東京都世田谷区若林３-８-５ TEL&FAX：03-6450-9846 
  NPO コンチェルティーノ   検索 

ハウスクリーニング・庭掃除・・・ 
石けん・重曹・クエン酸などの洗浄剤及びシックハウス 

対応型ワックスにこだわり、環境に配慮した清掃です。 
 

印刷組み込み・チラシ等封入作業・・・ 
受け取る人のことを考えて丁寧に作業をします。 
 

チラシなどのポスティング・・・ 
手配りのチラシには反応が良いとの声をいただいています。 

 

相談カフェ 
1 コインで 30 分ほどの時間、肩の荷を下ろして 

お茶を飲みながらお話をしてみませんか。  

＊毎回の日程はブログでご案内しています。

http://blog.concertino.sunnyday.jp/ 


